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若
越
諸
藩
の

藩
校
教
育
の
特
質

上

夫

周
知
の
と
お
り
、
今
日
教
育
の
問
題
が
社
会
全
体

に
大
き
な
波
紋
を
投
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
学
校
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
制
度
的
な
改
革
の
必
要

性
ま
で
論
議
さ
れ
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
た
し
か
に

学
校
教
育
は
、
「
人
間
形
成
」
の
場
と
し
て
児
童
期
か

ら
青
少
年
期
に
か
け
て
の
最
も
重
要
な
役
割
を
担
な

う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
こ
れ
を
歴
史
的
に
み
た
場
合
、
近
代
学
校

の
萌
芽
な
い
し
前
提
と
み
ら
れ
る
近
世
の
藩
校
教
育

に
つ
き
、
制
度
的
、
内
容
的
に
い
さ
さ
か
検
討
を
加

え
、
今
日
の
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
課
題
音
主
酬
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

〉
〈
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ま
ず
若
越
諸
藩
に
お
け
る
藩
校
の
開
設
期
は
、
全

国
的
な
動
向
と
ほ
ぼ
規
を
一
に
し
、
幕
議
体
制
の
動

揺
を
か
こ
つ
近
世
後
期
か
ら
は
じ
ま
り
、
幕
末
に
か

け
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
設
立
さ
れ
る
。
安
永
三
年
(
一
七

× 
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七
四
)
の
小
浜
藩
順
造
館
を
皮
切
り
に
、
文
化
元
年

(
一
八

O
四
)
の
丸
岡
藩
平
章
館
、
同
一
一
年
ご

八
一
四
)
の
鯖
江
藩
進
徳
館
、
文
政
二
年
(
一
八
一

九
)
の
福
井
藩
正
義
堂
(
の
ち
明
道
館
開
設
)
、
天
保

一
二
年
二
八
四
こ
の
勝
山
藩
読
書
堂
(
の
ち
成

器
堂
に
改
称
)
、
弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)
の
大
野
藩

明
倫
館
(
前
年
に
大
野
学
問
所
開
設
)
、
そ
れ
に
嘉
永

六
年
(
一
八
五
三
)
の
府
中
立
教
館
(
の
ち
進
傾
書

院
に
改
称
)
の
順
と
な
る
。

当
時
の
政
治
社
会
情
勢
と
し
て
、
幕
藩
体
制
の
動

揺
を
か
こ
つ
な
か
で
、
各
藩
と
も
弱
体
化
し
た
藩
勢

を
建
て
直
す
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
家
臣
団
グ
ル

ー
プ
の
人
材
育
成
が
最
優
先
す
べ
き
重
要
課
題
と
な

る
。
し
か
も
特
に
幕
末
に
い
た
り
、
藩
の
体
制
約
矛

盾
か
ら
藩
財
政
が
極
度
に
窮
迫
し
、
さ
ら
に
厳
し
い

「
外
圧
」
に
触
発
さ
れ
た
藩
政
改
革
に
お
い
て
、
当

時
の
身
分
制
に
余
り
こ
だ
わ
ら
な
い
思
い
切
っ
た
人

材
の
発
掘
・
登
用
が
焦
眉
の
急
と
な
り
、
こ
う
し
た

人
材
養
成
の
た
め
の
藩
校
教
育
が
強
く
要
請
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
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は
苦そ
しこ
いで
藩こ×
財れ
政ら
のの×
な藩
か校
で開×

設
精に
い当
った
ばり

充藩
実当
し局

× 

上

若
越
諸
藩
の
藩
校
教
育
の
特
質

た
学
校
組
織
や
施
設
・
設
備
、
教
育
形
態
に
視
点
を

す
え
る
。
つ
ぎ
に
人
物
・
学
オ
と
も
に
優
れ
た
教
官

の
組
織
・
陣
容
を
整
え
、
各
藩
独
自
の
教
育
指
導
方

針
の
も
と
に
、
藩
士
の
子
弟
お
よ
び
、
家
臣
団
を
対
象

と
す
る
具
体
的
な
教
育
内
容
が
定
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ど
の
藩
校
に
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
学
習

形
態
に
つ
い
て
は
、
儒
学
を
基
本
と
し
、
素
読
・
講

義
・
会
読
・
輪
講
・
質
問
な
ど
、
学
力
の
伸
展
度
に

見
合
う
学
習
段
階
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。
し
か

も
こ
う
し
た
学
習
形
態
は
、
各
藩
の
も
つ
政
治
社
会

的
課
題
に
よ
り
、
か
な
り
の
創
意
工
夫
が
こ
ら
さ
れ

る
。
そ
の
点
、
各
藩
の
教
育
指
導
方
針
を
端
的
に
表

明
す
る
学
規
(
学
則
)
に
よ
り
、
藩
校
教
育
の
特
色

あ
る
内
容
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
藩
ご
と
に
、
と
り
わ
け
個
性
的
な
特
色
あ

る
教
育
方
針
、
さ
ら
に
は
内
容
的
な
側
面
に
も
照
明

を
当
て
て
み
た
い
。

×

×
 

大
野
藩
の
明
倫
館
の
場
合
、
館
名
の
典
拠
は
中
国

の
古
典
『
孟
子
』
の
な
か
の
「
人
倫
を
明
ら
か
に
す

る
」
で
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
教
学
の
基
本
理
念
を
あ

ら
わ
す
。
学
習
方
法
に
つ
き
、
「
藩
校
規
則
七
ヵ
条
」

の
う
ち
第
五
条
で
は
、
「
会
読
L

に
参
加
す
る
場
合
、

× 

× 

教
科
書
を
よ
く
予
習
し
、
疑
問
の
向
き
は
会
席
の
先

輩
に
質
問
す
る
こ
と
、
そ
の
と
き
先
輩
は
丁
寧
に
教

え
、
た
と
え
質
問
が
寸
浅
近
の
事
」
で
あ
っ
て
も
侮

つ
て
は
な
ら
な
い
と
力
説
す
る
。
要
は
先
輩
・
後
輩

の
親
密
な
間
柄
を
学
習
面
か
ら
深
め
よ
う
と
す
る
わ

け
で
あ
る
。

ま
た
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
正
月
二

O
日
の
藩

主
か
ら
の
「
直
書
」
に
は
、
学
習
者
と
し
て
の
第
一

の
心
構
え
を
説
く
。
つ
ま
り
も
と
も
と
「
文
武
の
道
」

は
他
人
の
た
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
の
当
然

の
職
分
で
も
あ
り
、
ま
し
て
や
我
等
(
藩
主
)
に
勤

め
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
「
第
一
其
身
の
職
分
と

心
得
申
す
べ
く
候
」
と
生
徒
の
自
覚
を
う
な
が
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
学
習
者
各
自
の
「
職

分
」
と
し
て
の
明
確
な
目
的
意
識
の
も
と
に
、
主
体

的
、
積
極
的
な
「
自
己
研
修
」
に
は
げ
む
こ
と
が
要

請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

勝
山
藩
の
成
器
堂
の
教
育
方
針
は
、
亀
田
梓
の
著

し
た
「
新
建
成
器
堂
記
」
が
明
記
す
る
。
要
は
「
育

オ
成
徳
」
を
め
さ
す
が
、
こ
の
さ
い
決
し
て
「
街
技

誇
博
」
つ
ま
り
決
し
て
技
を
て
ら
い
博
識
を
誇
つ

て
は
な
ら
な
い
と
い
ま
し
め
る
。
そ
の
具
体
内
容

は
、
「
成
器
堂
規
則
八
ヵ
条
」
が
規
定
す
る
が
、
特
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に
交
友
の
き
い
の
心
掛
け
や
授
業
中
の
学
習
態
度
、

教
科
書
の
取
り
扱
い
な
ど
細
部
に
わ
た
る
注
意
を
、
つ

な
が
す
。
特
に
最
後
の
第
八
条
に
、
学
校
内
の
壁
や

柱
に
抗
(
き
ず
)
を
つ
け
た
り
、
障
子
・
唐
紙
に
落

書
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
強
く
い
ま
し
め
る
な
ど
、

学
習
者
へ
の
厳
し
い
「
し
つ
け
教
育
」
が
注
目
を
ひ

丸
岡
藩
の
平
章
館
の
「
平
章
L

の
呼
称
は
、
墨
田
経
』

の
な
か
の
「
九
族
既
に
陸
じ
く
し
て
百
姓
を
平
章
す
」

の
一
節
に
由
来
す
る
。
つ
ま
り
内
に
九
族
(
注
、
自

己
を
中
心
に
先
祖
四
代
と
子
孫
四
代
、
転
じ
て
血
縁

の
一
族
を
さ
す
)
が
陸
じ
く
し
て
い
け
ば
、
領
民
全

体
も
お
互
い
に
仲
よ
く
交
わ
っ
て
、
領
内
が
よ
く
治

ま
る
と
い
う
意
味
で
、
藩
学
振
興
の
大
き
な
ね
ら
い

と
す
る
と
こ
ろ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
要
は

教
育
の
基
本
を
、
社
会
集
団
の
最
も
べ

l
ス
と
な
る

家
庭
・
親
族
集
団
の
生
活
倫
理
に
求
め
る
の
が
大
い

に
着
目
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
福
井
藩
の
明
道
館
建
学
の
基
本
理
念
は
、

特
に
熊
本
藩
の
横
井
小
楠
が
嘉
永
五
年
ご
八
五
二
)

三
月
、
福
井
藩
に
答
申
し
た
『
学
校
問
答
書
』
の
「
学

政
一
致
」
つ
ま
り
学
問
と
政
治
の
一
本
化
と
い
う
教

学
上
の
論
策
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
彼

は
、
学
校
は
単
な
る
「
読
書
所
」
で
は
な
く
、
教
育
要
は
学
習
者
の
基
本
的
な
日
常
生
活
の
モ
ラ
ル
が
こ

の
目
標
は
あ
く
ま
で
も
「
人
オ
」
を
育
成
し
、
政
治
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
。

に
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
す
る
。
府
中
(
現
、
武
生
)
の
立
教
館
の
「
立
教
」
は
、
『
小

当
時
の
窮
迫
し
た
藩
財
政
を
立
て
直
し
、
ま
た
厳
学
』
の
第
一
章
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
「
立
教
館
規
則

し
い
「
外
圧
し
に
た
ち
向
か
う
た
め
に
も
、
現
実
の
告
諭
」
で
は
、
学
聞
の
心
得
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、

「
富
国
強
兵
」
を
め
ざ
す
藩
政
改
革
に
役
立
つ
学
問
教
場
で
の
学
習
態
度
に
つ
き
、
自
己
の
長
所
で
も
つ

が
ま
ず
第
一
に
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
同
藩
て
他
人
の
短
所
を
助
け
、
お
互
い
に
忠
告
、
善
導
し

が
幕
末
の
段
階
で
藩
政
改
革
に
実
効
を
あ
げ
、
公
武
合
う
よ
う
い
ま
し
め
る
。
ま
た
教
官
側
の
陣
容
の
強

合
体
派
雄
落
と
し
て
中
央
政
局
に
大
き
な
発
言
力
を
化
は
も
ち
ろ
ん
、
か
れ
ら
の
教
員
研
修
も
な
か
な
か

行
使
し
得
た
の
も
、
藩
校
教
育
を
基
軸
と
す
る
人
材
徹
底
し
て
い
た
。
毎
月
二
・
七
の
日
は
「
回
読
」
を

の
育
成
、
教
学
の
刷
新
・
振
興
に
よ
る
の
を
み
の
が
行
い
、
そ
の
ほ
か
に
「
輪
講
」
の
日
が
設
け
ら
れ
、

す

こ

と

が

で

き

な

い

。

教

官

一

同

の

参

加

に

よ

り

、

活

発

な

研

修

が

計

画

的

鯖
江
藩
の
進
徳
館
の
基
本
方
針
は
、
『
進
徳
館
記
』
に
実
施
さ
れ
た
の
が
注
目
を
ひ
く
。

が
明
記
す
る
。
要
は
孔
子
の
説
く
「
君
子
進
徳
修
業
」
小
浜
藩
の
順
造
館
の
校
名
は
、
『
礼
記
』
の
な
か
の

の
語
を
体
し
、
「
修
身
斉
家
し
の
本
道
を
究
わ
め
る
こ
「
先
王
の
詩
書
礼
楽
に
順
(
し
た
が
)
い
、
以
て
士

と
を
力
説
す
る
。
さ
ら
に
「
進
徳
館
学
規
」
で
は
、
を
造
る
」
の
文
句
か
ら
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
天
明

生
徒
の
学
業
や
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
を
か
二
年
(
一
七
八
二
)
正
月
の
「
惣
壁
書
」
第
二
条
に

か
げ
る
が
、
そ
の
な
か
で
特
に
「
年
の
長
幼
、
入
学
は
、
礼
儀
を
尊
重
し
、
特
に
教
師
へ
の
「
無
礼
」
を

の
新
古
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
業
の
次
第
に
よ
り
、
諸
極
力
い
ま
し
め
る
。
こ
の
点
さ
ら
に
同
年
の
「
規
則
」

事
取
扱
い
差
等
こ
れ
あ
り
候
事
」
と
、
い
わ
ゆ
る
学
第
一
条
で
も
、
師
弟
関
係
の
「
礼
譲
」
の
尊
重
を
訴

カ
の
習
熟
度
別
教
育
を
重
視
す
る
。
ま
た
最
後
の
条
え
、
全
く
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
同
年

文
で
「
日
々
往
返
の
節
、
途
中
に
て
立
ち
集
り
、
雑
の
教
授
に
よ
る
「
定
」
の
第
二
条
に
、
教
場
内
の
学

談
等
を
致
し
ま
じ
く
候
。
(
後
略
)
」
と
規
定
す
る
な
ど
、
習
者
の
行
動
が
す
べ
て
「
礼
儀
」
を
本
分
と
す
べ
き
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こ
と
を
説
き
、
第
三
条
以
下
で
そ
の
具
体
内
容
を
か

か
げ
る
な
ど
、
同
館
の
教
育
方
針
の
特
色
を
み
て
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

形
成
」
は
、
ど
ん
な
社
会
体
制
に
も
共
通
す
る
本
源

的
な
理
念
と
教
育
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
今
日
教
育
上
の
諸
問
題
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
魚
度
か
ら
真
剣
に
論
議
さ
れ
る
な
か
で
、
か
つ
て

の
藩
校
教
育
の
具
体
内
容
に
も
し
っ
か
り
意
を
注
ぐ

こ
と
は
、
種
々
の
課
題
解
明
の
手
が
か
り
の
一
端
が

得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
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若
越
諸
藩
の
藩
ご
と
に
、
そ
の
教
育
方
針
や
内
容

的
な
特
色
に
照
明
を
当
て
た
が
、
こ
れ
ら
を
一
言
で

表
現
す
れ
ば
、
学
習
者
の
自
己
研
修
を
め
ざ
す
大
野

藩
明
倫
館
、
し
つ
け
教
育
に
カ
こ
ぶ
を
入
れ
る
勝
山

藩
成
器
堂
、
「
親
族
和
合
」
を
か
か
げ
る
丸
岡
藩
平
章

館
、
「
文
武
一
致
」
を
基
本
と
す
る
福
井
藩
明
道
館
、

学
習
者
の
モ
ラ
ル
尊
重
の
鯖
江
藩
進
徳
館
、
教
官
研

修
を
す
す
め
る
府
中
立
教
館
、
師
弟
聞
の
「
礼
儀
L

重
視
の
小
浜
藩
順
造
館
と
列
挙
で
き
よ
う
。
さ
ら
に

幕
末
の
「
外
圧
」
に
触
発
さ
れ
た
福
井
・
大
野
両
藩

の
藩
政
改
革
の
な
か
で
は
、
「
富
国
強
兵
」
に
直

立
つ
洋
学
教
育
が
強
力
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
周
知

の

と

お

り

で

あ

る

。

そ

の

背

に

飛

び

乗

っ

て

た
し
か
に
藩
校
教
育
が
、
か
つ
て
の
幕
藩
体
制
の

ワ
ク
の
な
か
で
創
出
さ
れ
展
開
し
た
と
は
い
え
、

の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
み
る
と
、
教
育
方
針
や
方
法

決
し
て
画
一
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
各
藩
校
の
課

題
意
識
を
ふ
ま
え
た
個
性
的
な
特
質
が
見
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
本
来
学
校
教
育
そ
の
も
の
の
め
ざ
す
「
人
聞
か
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